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 慶應義塾大が 10月末、早稲田大が 12月上旬にそれぞれ 2025年度入試における出題教科・科目等を公表し

た。2025 年度入試は、現高校１年生からスタートしている新教育課程に対応した最初の入試となる。詳細は

以下の通りである。 

 

■慶應義塾大：いくつかの学部で細かな変更あり 

 慶應義塾大では 2025 年度の一般選抜の出題教科・科目や配点

等を公表した。大学入学共通テスト（以下、共通テスト）は現行

と同様に利用しない。選抜方法は大きく変わらないものの、いく

つかの学部で細かな変更が予定されている。また、学部により同

一教科でも出題範囲が異なり、なかでも数学は学部ごとの出題科

目・分野が異なるので注意が必要だ【表１】。 

 学部ごとに変更をみると、文学部では新たに英語資格・検定試

験が利用できる。利用可能な試験は実用英語技能検定のみで、Ｃ

ＳＥ総合スコアは 2500 以上が対象となる。英語資格・検定試験

は外国語の「ドイツ語」「フランス語」「英語（独自試験）」との選

択となり、英語資格・検定試験を選択した場合、外国語は受験で

きない。利用方法は外国語の得点に換算するものの、換算表など

の詳細は発表されていない。なお、現行の「中国語」の出題はな

くなる。 

 医学部では、第１次試験の日程が２月中～下旬と他大の医学科

と比べ遅い時期に実施していたが、2025 年度入試では第１次試

験の日程を２月９日に早める。他大の医学科の中には、入学手続

締切日を２月中旬から下旬に設定している大学も多く、第１次試験の手ごたえを参考にしつつ、戦略的に他大

学への進学も選択肢のひとつとして検討できるようになった。ただし、第２次試験はこれまでと同様、３月上

旬の実施であり、合格発表日や入学手続締切日は現行から大きく変わらないと考えられるため注意が必要だ。 

 総合政策学部、環境情報学部では、小論文に加えて課される学科試験が「数学」「情報および数学」「外国語」

「外国語および数学」から１つ選択となる。「情報」はこれまで、単独での受験も可能だったが、2025年度入

試からは数学とあわせた受験となる点に注意が必要だ。情報は両学部とも「情報Ⅰ」に加えて「情報Ⅱ」も出

題科目として含まれる。また、環境情報学部では「数学」と「情報および数学」「外国語および数学」で数学

の出題科目が異なる。「数学」を選択する場合は、「数学Ⅲ」「数学Ｃ」（ベクトル、平面上の曲線と複素数平面）

が出題され、主に理系生が対象となる点に気を付けておきたい。 

 このほか、旧教育課程履修者への対応については、各教科・科目とも考慮はするものの、特別な経過措置は

とらない。 

  

 慶應義塾大では、各学部の一般選抜における出題教科・科目を変更点とともに大学ＨＰで公表している。一

方で総合型選抜などの特別選抜については今回発表されなかった。これらについても早期の公表が待たれる。 

 

 

 

２０２５年度入試情報 

慶應義塾大・早稲田大 新課程入試科目を公表 

 

図 場 人 列 統 社 ベ 複 表

総合政策 ● ● ● ● ● ● ●

経済A方式 ●
●
※

● ● ● ● ●

商A方式 ● ● ● ● ● ●

理工 ● ● ● ● ●
●
※

● ● ●

医 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

薬 ● ● ● ● ●
●
※

● ● ● ●

看護医療 ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

C

環境情報

学部 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
A B

【表１】慶應義塾大 数学の出題科目・範囲 

＊数学 A 「図」：図形の性質 「場」：場合の数と確率 
＊数学 A 「人」：数学と人間の活動 
＊数学 B 「列」：数列 「統」：統計的な推測 「社」：数学と社会生活 
＊数学 C 「ベ」：ベクトル 「複」：平面上の曲線と複素数平面  
＊数学 C 「表」：数学的な表現の工夫 
※経済学部 A 方式の数学Ⅱの「微分・積分の考え」においては一般 
  の多項式を扱う 
※理工学部、薬学部の数学Ａの「数学と人間の活動」は「整数の性質」 
  に関する部分のみの出題とする 
※環境情報学部は選択科目で「数学」を選択した場合は上段、「情報 
  および数学」「外国語および数学」を選択した場合は下段になる 
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■早稲田大：社会科学部、人間科学部で共通テストが必須となる 

早稲田大では 2025年度の「一般選抜」「大学入学共通テスト利用入試」の選抜方法等が公表された。９学部

で入試制度や出題教科・科目の変更が予定されている【表２】。商学部では一般選抜の英語４技能テスト利用

型を廃止、地歴・公民型と数学型の２区分での募集となる。入試区分の廃止に伴い、地歴・公民型の募集人員

が 355名から 390名に増員される。 

社会科学部と人間科学部では一

般選抜を共通テストと学部独自

試験を組み合わせる方式に変更

する。現在の政治経済学部、国際

教養学部、スポーツ科学部と同様

に共通テストが必須になる。社会

科学部では総合問題型、数学型の

２区分で募集する。共通テストは

いずれも３教科を課す。学部独自

試験は外国語に加えて、それぞれ

総合問題、数学が課される。総合

問題は「社会における諸課題に関

する文章を読み解き、論理的思考

力および表現力を問う問題」とし

ており、改めてサンプル問題が公

表される予定だ。人間科学部では

現行でも実施されている数学選

抜方式に加えて、国英型、数英型

の３区分で募集を行う。国英型、

数英型はいずれも共通テストで

２教科が課される。なお、社会科学部では一般選抜、共通テスト利用方式ともに募集人員が減員となる。 

文化構想学部、文学部では各選抜の募集人員の変更が予定されている。メイン入試である一般選抜の募集人

員を減らし、英語４技能テスト利用方式を拡大する。なかでも文学部は一般選抜の募集人員が 340名から 260

名と減員するため注意が必要である。 

基幹理工学部ではこれまでの３つの学系から４つの学系に再編、名称は学系Ⅰ～Ⅲから学系１～４となる。

現行の学系ⅠとⅢは、それぞれ学系１と学系４に対応しており、進級できる学科の構成に変化はない。現行の

学系Ⅱはそれぞれ学系２、学系３へ分かれる。再編に伴い、学系４の募集人員が 65名から 45名（学系Ⅲとの

比較）と減員し、学系２、学系３の募集人員が学系Ⅱと比べて合計 20 名の増員となったが、入試科目や選抜

方法は概ね現行通りである。 

スポーツ科学部では一般選抜で課している小論文を総合問題に変更する。現行の小論文は試験時間 90 分で

配点が 50点となっているが、総合問題は試験時間が 120分と 30分延長、配点も 100点となる。総合問題の出

題内容は「データの読み取りや小論文を含む」としている。こちらも別途サンプル問題の公開が予定されてい

る。共通テスト利用入試では募集人員が変更される。「共通テストのみ方式」の募集人員が 50名から 20名と

なる一方、「共通テスト＋競技歴方式」の募集人員は 50名から 75名に増員となる。 

 

■早稲田大：共通テスト「情報Ⅰ」は他教科との選択科目として利用  

共通テストについては新たに教科「情報Ⅰ」が加わったが、早稲田大では「情報Ⅰ」を必須で課す学部・方

式はみられなかった。「情報Ⅰ」を選択科目の１つとして利用できる学部もあるが、法学部や教育学部など「情

報」を利用しない学部もあり、利用状況は分かれる。「地理歴史・公民」では学部により利用できる科目は異

なるが、共通して「地理総合、歴史総合、公共」は科目から除いている。 

学部独自試験の各教科・科目の出題範囲は【表３】にまとめた。数学は、文系で「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学

Ａ」「数学Ｂ」「数学Ｃ」、理系で「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」「数学Ａ」「数学Ｂ」「数学Ｃ」を出題範囲とし

た。文系・理系ともに「数学Ｂ」は「数学と社会生活」を除くとしており、「数列」「統計的な推測」が出題範

学部 入試制度 主な変更点

一般選抜 大学入学共通テストで課す科目の「選択科目」に、「情報」を追加

大学入学共通テスト利用入試 「必須科目」「選択科目」の内容変更

一般選抜（地歴・公民型） 募集人員を増加（355名→390名）

一般選抜（英語４技能テスト利用型） 2025年度入試から募集停止

一般選抜
募集人員を減少（450名→370名）
大学入学共通テストと学部独自試験を組み合わせる方式に変更
※学部独自試験のサンプルを公開予定

大学入学共通テスト利用入試 募集人員を減少（50名→30名）

国際教養 一般選抜 大学入学共通テストで課す科目の「選択科目」に、「情報」を追加

一般選抜 募集人員を減少（文化構想：370名→330名、文：340名→260名）

一般選抜（英語４技能テスト利用方式） 募集人員を増加（文化構想：70名→110名、文：50名→85名）

一般選抜（共通テスト利用方式） 大学入学共通テストで課す科目の「選択科目」に、「情報」を追加

基幹理工 一般選抜 学系を３つから４つに再編し、募集人員を変更

人間科学 一般選抜 大学入学共通テストと学部独自試験を組み合わせる方式に変更

一般選抜
「小論文」を「総合問題」に変更し、合わせて試験時間および配点を
変更
※「総合問題」のサンプルを公開予定

大学入学共通テスト利用入試
（共通テストのみ方式）

募集人員を減少（50名→20名）
「必須科目」「選択科目」の内容を変更

大学入学共通テスト利用入試
（共通テスト＋競技歴方式）

募集人員を増加（50名→75名）
「選択科目」に「情報」を追加
「スポーツ競技歴調査書」の配点を変更

スポーツ科学

文化構想、文

政治経済

商

社会科学

 

【表２】2025 年度 一般選抜における出題範囲 
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囲に含まれる。「数学Ｃ」は文系で

は「ベクトル」のみ、理系は「ベク

トル」「平面上の曲線と複素数平

面」が出題範囲となる。 

地理歴史については、地理は「地

理総合、地理探究」からの出題と

なるのに対し、世界史や日本史で

はそれぞれ「世界史探究」「日本史

探究」と探究科目のみの出題とな

った。地理歴史の出題範囲につい

ては大学によって対応が分かれて

おり、東京大や京都大では探究科

目のみの出題となる一方、大阪大

では探究科目に加え、総合科目か

らも出題するとしている。 

なお、2025 年度入試では旧教育

課程履修者への配慮として、新教

育課程と旧教育課程の共通範囲か

らの出題となる。 

 

 早稲田大では各学部・方式の募集人員や出題教科・科目がわかる「新旧対照表」を大学ＨＰで公表している。

一方、慶應義塾大と同様、特別選抜の詳細については発表がなかった。こちらも早期の情報の公表が望まれる。 

  

 

新教育課程の出題範囲 旧教育課程の出題範囲

外国語 英語

「英語コミュニケーションⅠ」
「英語コミュニケーションⅡ」
「英語コミュニケーションⅢ」
「論理・表現Ⅰ」「論理・表現Ⅱ」
「論理・表現Ⅲ」

「コミュニケーション英語Ⅰ」
「コミュニケーション英語Ⅱ」
「コミュニケーション英語Ⅲ」
「英語表現Ⅰ」「英語表現Ⅱ」

「現代の国語」「言語文化」
「論理国語」「文学国語」「古典探究」

「国語総合」「現代文Ｂ」「古典Ｂ」

「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」
「数学Ａ」
「数学Ｂ」（「数学と社会生活」を除く）
「数学Ｃ」（「数学的な表現の工夫」を除く）

「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」
「数学Ａ」
「数学Ｂ」（「確率分布と統計的な推測」を除く）

「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」
「数学Ａ」
「数学Ｂ」（「数学と社会生活」を除く）
「数学Ｃ」（「ベクトル」のみ）

「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」
「数学Ａ」
「数学Ｂ」（「確率分布と統計的な推測」を除く）

世界史 「世界史探究」 「世界史Ｂ」

日本史 「日本史探究」 「日本史Ｂ」

地理 「地理総合、地理探究」 「地理Ｂ」

公共 政治･経済 「政治・経済」 「政治・経済」

物理 「物理基礎・物理」 「物理基礎・物理」

化学 「化学基礎・化学」 「化学基礎・化学」

生物 「生物基礎・生物」 「生物基礎・生物」

地学 「地学基礎・地学」 「地学基礎・地学」

地理
歴史

理科

国語

数学（理系）
※１

数学（文系）
※２

教科等

※１ 教育学部、基幹理工学部、創造理工学部、先進理工学部、人間科学部 
※２ 商学部、社会科学部 

【表３】各学部の主な入試変更点 


